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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第３区分
【発行日】平成26年3月27日(2014.3.27)

【公表番号】特表2013-518978(P2013-518978A)
【公表日】平成25年5月23日(2013.5.23)
【年通号数】公開・登録公報2013-026
【出願番号】特願2012-552512(P2012-552512)
【国際特許分類】
   Ｃ０８Ｂ  37/02     (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  47/36     (2006.01)
   Ｃ０８Ｂ  37/00     (2006.01)
   Ｃ０８Ｂ  37/04     (2006.01)
   Ｃ０８Ｂ  37/08     (2006.01)
   Ｃ０８Ｂ  37/14     (2006.01)
   Ｃ０８Ｂ  37/06     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ０８Ｂ  37/02    　　　　
   Ａ６１Ｋ  47/36    　　　　
   Ｃ０８Ｂ  37/00    　　　Ｄ
   Ｃ０８Ｂ  37/04    　　　　
   Ｃ０８Ｂ  37/08    　　　Ｚ
   Ｃ０８Ｂ  37/14    　　　　
   Ｃ０８Ｂ  37/06    　　　　

【手続補正書】
【提出日】平成26年2月7日(2014.2.7)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
カルボキシル基を有する多糖類より選択されるアニオン性多糖類であって、ヒドロキシル
基の少なくとも１つが、少なくとも２つの疎水性基（－Ｈｙｈと示す）により置換されて
いるか、又はカルボキシル基の少なくとも１つが同一の又は異なった少なくとも２つの疎
水性基（－Ｈｙｃと示す）により置換されており、前記カルボキシル基を有する多糖類は
、少なくとも２つの疎水性基により置換される前に、カルボキシル基を天然に有する多糖
類より選択されるか、又はカルボキシル基を天然に有する多糖類から得られる合成多糖類
か、若しくはヒドロキシル基がカルボキシル基に転換されている中性多糖類より得られる
合成多糖類より選択され、
　前記合成多糖類は、一般式ＶＩＩＩ：



(2) JP 2013-518978 A5 2014.3.27

【化１】

｛式中、
　中性多糖類は、大部分が（１，６）型及び／又（１，４）型及び／又は（１，３）型及
び／又は（１，２）型のグリコシド結合を介して結合したモノマーから成る多糖類群より
選択され、
　Ｌは、結合アームＱの前駆体と、前記多糖類の－ＯＨ官能基との間のカップリングによ
り生じた結合基であって、エステル、カルバメート又はエーテル官能基であり、
　ｉは、前記多糖類の糖単位当りの、Ｌ－Ｑ配列へのヒドロキシル基の転換度を表し、
　Ｑは、式ＩＸ：
【化２】

　［式中、
　１≦ａ＋ｂ＋ｃ≦６であり、０≦ａ≦３であり、且つ０≦ｃ≦３であり、
　Ｒ３及びＲ４は、同一又は異なるものであって、－Ｈ、直鎖状の又は枝分れ状の炭素原
子数１ないし３のアルキル基、－ＣＯＯＨ及び一般式Ｘ：

【化３】

（式中、
　１≦ｄ≦３であり、且つ、
　Ｒ’３及びＲ’４は、同一又は異なるものであって、－Ｈ及び直鎖状の又は枝分れ状の
炭素原子数１ないし３のアルキル基から成る群より選択される）
を表す］｝
で表される、糖単位当りのカルボキシル基へのヒドロキシル基の転換度が０．１５以上で
ある多糖類より選択され、
且つ、
　前記ヒドロキシル基の少なくとも１つが、少なくとも２つの疎水性基（－Ｈｙｈと示す
）により置換されているか、又はカルボキシル基の少なくとも１つが同一の又は異なった
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少なくとも２つの疎水性基（－Ｈｙｃと示す）により置換された多糖類は、式Ｉ：
【化４】

｛式中、
　ｎｃ及びｎｈは、－Ｆｃ－Ｒｃ－［Ｇｃ－Ｈｙｃ］ｒｃ及び／又は－Ｆｈ－Ｒｈ－［Ｇ

ｈ－Ｈｙｈ］ｒｈによる前記多糖類の糖単位の官能化度を表すものであって、ｎｈ≧０及
びｎｃ≧０であるとともに０．０１≦ｎｈ＋ｎｃ≦０．５であり、
　Ｆｃは、アミド官能基又はエステル官能基を表し、
　Ｆｈは、カルバメート官能基を表し、
　前記アニオン性多糖類の官能化されていないカルボキシル基は、カルボン酸カチオン形
態にあり、当該カチオンは、好ましくは、Ｎａ＋又はＫ＋のようなアルカリ金属カチオン
であり、
　Ｇｈ又はＧｃは、アミド官能基又はエステル官能基、又は、疎水性化合物の反応性官能
基（Ｈｙｈ’又はＨｙｃ’）と、結合アームの前駆体Ｒｈ’又はＲｃ’の反応性官能基と
の間のカップリングから生じたカルバメート官能基を表し、
　Ｈｙｈ又はＨｙｃは、同一又は異なる基であって、疎水性化合物の反応性官能基（Ｈｙ

ｈ’又はＨｙｃ’）と、結合アームの前駆体Ｒｈ’又はＲｃ’の反応性官能基との間のカ
ップリングから生じたものであり、Ｈｙｈ又はＨｙｃは、枝分れしていても及び／又は不
飽和であってもよく、Ｏ、Ｎ及びＳより選択される１つ以上のヘテロ原子を有していても
よく、１つ以上の、飽和の、不飽和の又は芳香族環又はヘテロ環を有していてもよい、４
ないし５０個の炭素原子を有する炭素鎖から成り、
　Ｒｃは、アルコール、酸及びアミン官能基から成る群より選択される、同一の又は異な
った少なくとも３つの反応性官能基を有する前駆体Ｒｃ’の反応より生じた、枝分れして
いても及び／又は不飽和であってもよく、Ｏ、Ｎ及びＳより選択される１つ以上のヘテロ
原子を有していてもよく、且つ、１つ以上の、飽和の、不飽和の又は芳香族環又はヘテロ
環を有していてもよい、１ないし１５個の炭素原子を有する炭素鎖から成る３価基を表し
、
　Ｒｈは、１つがアミンであり、且つその他がアルコール、酸及びアミン官能基から成る
群より選択される少なくとも３つの反応性官能基を有する前駆体Ｒｈ’の反応より生じた
、枝分れしていても及び／又は不飽和であってもよく、Ｏ、Ｎ及び／又はＳより選択され
る１つ以上のヘテロ原子を有していてもよく、且つ、１つ以上の、飽和の、不飽和の又は
芳香族環又はヘテロ環を有していてもよい、１ないし１５個の炭素原子を有する炭素鎖か
ら成る３価基を表し、
　ｒｈは、少なくとも３価の結合アームＲｈにグラフトした疎水性基の数を表す整数であ
って、２≦ｒｈ≦４であり、
　ｒｃは、少なくとも３価の結合アームＲｃにグラフトした疎水性基の数を表す整数であ
って、２≦ｒｃ≦４である｝
で表される多糖類より選択される、多糖類。
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【請求項２】
式ＩＩ：
【化５】

｛式中、
　ｎｃは、－Ｆｃ－Ｒｃ－［Ｇｃ－Ｈｙｃ］ｒｃ配列による前記多糖類のカルボキシル基
の官能化度を表すものであって、０．０１ないし０．５であり、
　Ｆｃ、Ｒｃ、Ｇｃ、Ｈｙｃ及びｒｃは、上記定義に対応し、
　前記多糖類のカルボキシル基が－Ｆｃ－Ｒｃ－［Ｇｃ－Ｈｙｃ］ｒｃにより官能化され
ていない場合、前記多糖類のカルボキシル基又はカルボキシル基群はカルボン酸カチオン
であって、前記カチオンは、好ましくは、Ｎａ＋又はＫ＋のようなアルカリ金属カチオン
であり、及び
　前記結合アームＲｃの官能化されていない反応性官能基が酸官能基である場合、当該反
応性官能基は、塩化形態、即ちカルボン酸カチオン形態であって、前記カチオンは、好ま
しくは、Ｎａ＋又はＫ＋のような、アルカリ金属カチオンであり、及び、前記結合アーム
Ｒｃの官能化されていない反応性官能基がアミン官能基である場合、当該官能基は、アニ
オン塩の形態であって、前記アニオンが好ましくはハライドアニオンである｝
で表される多糖類群より選択される、請求項１に記載の多糖類。
【請求項３】
式ＩＩＩ：
【化６】

（式中、
　ｎｃ、Ｆｃ及びＲｃは、上記定義に対応し、
　Ｇｃ１及びＧｃ２は、同一又は異なるものであって、Ｇｃの定義に対応し、
　Ｈｙｃ１及びＨｙｃ２は、同一又は異なるものであって、Ｈｙｃの定義に対応する）
で表される多糖類群より選択される、請求項１に記載の多糖類。
【請求項４】
式Ｖ：
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【化７】

｛式中、
　ｎｈは、－Ｆｈ－Ｒｈ－［Ｇｈ－Ｈｙｈ］ｒｈ配列による前記多糖類のヒドロキシル基
の官能化度を表すものであって、０．０１ないし０．５であり、
　Ｆｈ、Ｒｈ、Ｇｈ、Ｈｙｈ及びｒｈは、上記定義に対応し、
　前記多糖類のカルボキシル基は、カルボン酸カチオン形態であって、当該カチオンは、
好ましくは、Ｎａ＋又はＫ＋のようなアルカリ金属カチオンであり、及び
　前記結合アームＲｈの官能化されていない反応性官能基が酸官能基である場合、当該酸
官能基は、塩化形態、即ちカルボン酸カチオン形態であって、当該カチオンは、好ましく
は、Ｎａ＋又はＫ＋のようなアルカリ金属カチオンであり、及び、前記結合アームＲｈの
官能化されていない反応性官能基がアミン官能基である場合、当該官能基は、アニオン塩
形態であって、当該アニオンは、好ましくはハライドアニオンである｝
で表される多糖類群より選択される、請求項１に記載の多糖類。
【請求項５】
式ＶＩ：

【化８】

（式中、
　ｎｈ、Ｆｈ及びＲｈは、上記定義に対応し、
　Ｇｈ１及びＧｈ２は、同一又は異なるものであって、Ｇｈの定義に対応し、
　Ｈｙｈ１及びＨｙｈ２は、同一又は異なるものであって、Ｈｙｈの定義に対応する）
で表される多糖類群より選択される、請求項１に記載の多糖類。
【請求項６】
大部分が（１，６）型のグリコシド結合を介して結合したモノマーから成るデキストラン
である、請求項１ないし５のうちいずれか１項に記載の多糖類。
【請求項７】
大部分が（１，４）型のグリコシド結合を介して結合したモノマーから成る、プルラン、
アルギネート、ヒアルロナン、キシラン、ガラクツロナン及び水溶性セルロースから成る
群より選択される、請求項１ないし５のうちいずれか１項に記載の多糖類。
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【請求項８】
前記Ｌ－Ｑ配列は、下記配列：
【化９】

（式中、Ｌは上記の意味を有する）
から成る群より選択される、請求項１ないし７のうちいずれか１項に記載の多糖類。
【請求項９】
式中、－Ｈｙｃ基が、疎水性アルコールのヒドロキシル官能基と、少なくとも３価の基Ｒ

ｃの前駆体Ｒｃ’により保有される少なくとも１つの反応性官能基との間のカップリング
から生じた疎水性アルコール由来の基であり、且つ、Ｇｃが、エステル官能基又はカルバ
メート官能基であり、Ｒｃ及びＦｃが上記定義を有する、式ＩＩ、ＩＩＩ及びＩＶで表さ
れる多糖類より選択される、請求項１ないし８のうちいずれか１項に記載の多糖類。
【請求項１０】
前記疎水性アルコールは、飽和の又は不飽和の、及び枝分れ状の又は枝分れしていない、
４ないし１８個の炭素原子を有するアルキル鎖から成るアルコールより選択される、請求
項９に記載の多糖類。
【請求項１１】
前記疎水性アルコールは、飽和の又は不飽和の、及び枝分れ状の又は枝分れしていない、
１８個より多くの炭素原子を有するアルキル鎖から成るアルコールより選択される、請求
項９に記載の多糖類。
【請求項１２】
式中、－Ｈｙｃ基が、疎水性酸のカルボキシル官能基と、少なくとも３価の基Ｒｃの前駆
体Ｒｃ’により保有される少なくとも１つの反応性官能基との間のカップリングから生じ
た疎水性酸由来の基であり、且つ、Ｇｃが、エステル官能基又はアミド官能基であり、Ｒ

ｃ及びＦｃが上記定義を有する、式ＩＩ、ＩＩＩ及びＩＶで表される多糖類より選択され
る、請求項１ないし８のうちいずれか１項に記載の多糖類。
【請求項１３】
前記疎水性酸は、飽和の又は不飽和の、及び枝分れ状の又は枝分れしていない、６ないし
５０個の炭素原子を有するアルキル鎖から成る脂肪酸から成る群より選択される、請求項
１２に記載の多糖類。
【請求項１４】
式中、－Ｈｙｃ基が、疎水性アミンのアミン官能基と、少なくとも３価の基Ｒｃの前駆体
Ｒｃ’により保有される少なくとも１つの反応性官能基との間のカップリングから生じた
疎水性アミン由来の基であり、且つ、Ｇｃが、アミド官能基又はカルバメート官能基であ
り、Ｒｃ及びＦｃが上記定義を有する、式ＩＩ、ＩＩＩ及びＩＶで表される多糖類群より
選択される、請求項１ないし８のうちいずれか１項に記載の多糖類。
【請求項１５】
式中、－Ｈｙｈ基が、疎水性アミンのアミン官能基と、少なくとも３価の基Ｒｈの前駆体
Ｒｈ’により保有される少なくとも１つの反応性官能基との間のカップリングから生じた
疎水性アミン由来の基であり、且つ、Ｇｈが、アミド官能基又はカルバメート官能基であ
り、Ｒｈ及びＦｈが上記定義を有する、式Ｖ、ＶＩ及びＶＩＩで表される多糖類より選択
される、請求項１ないし８のうちいずれか１項に記載の多糖類。
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